
炭疽/ 炭疽菌とは
炭疽(anthrax)はBacillus anthracis(炭疽菌)の感染に

よっておこる人獣共通感染症で、ヒト及び動物の炭疽
の発生は世界の多くの地区で見られ、年間2万人、
100万頭に達すると推定されている。

炭疽菌は土壌などの環境で芽胞として存在し、

ヒト及び動物への炭疽の自然感染は、偶発的に摂取（
接触）した芽胞が原因で、芽胞が生体内に入り、
発芽・栄養型として増殖し炭疽を発症させます。

家畜（牛・馬・山羊・豚など）は

→→主に口や皮膚の傷口から感染し、突然死の原因となる

ヒトへの感染はこの家畜を介した感染が主で、

→→炭疽菌を含む動物からの排出体液に触れた者、その家畜を解体処理した者、

　　　その家畜の肉を食べた者、あるいは炭疽菌の付着している動物の皮を扱った者

感染経路 症状 死亡率推定

肺炭疽 芽胞の吸入 初期は風邪様症状、ショック、呼吸困難 90%以上

皮膚炭疽 傷口からの菌侵入 傷口のはれ、丘疹、水疱、壊死 20～25%

腸炭疽 汚染された肉等の摂取 腸管炎症、嘔吐下痢、血便 25～60％

ヒトが感染するとどうなるのか？
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肺炭疽は、
芽胞を吸入し1～7日の潜伏期後、感冒様症状で発病し、
呼吸不全、ショックから死に至る。
（菌8,000個の吸入で発症の恐れがあるが、

より少ない菌数でも発症可能性はある）
炭疽菌による暴露が明らかな場合、

できるだけ早い時期に適切な抗生物質の投与を開始
するのが基本。
-シプロキサン(Ciprofloxacin)
-ドキシサイクリン(Doxycycline)

肺炭疽の症状・治療

生物兵器として炭疽菌/ テロの容易性

    《2001年アメリカ炭疽事件》
　　複数場所に炭疽菌芽胞入り郵便物送付
　　による生物テロ.
    皮膚炭疽12名、
　　肺炭疽11名（死者5名）の計23症例

    《2001年アメリカ炭疽事件》
　　複数場所に炭疽菌芽胞入り郵便物送付
　　による生物テロ.
    皮膚炭疽12名、
　　肺炭疽11名（死者5名）の計23症例

粉が残っている場合 ⇒ 粉で菌を検査
残っていない場合 ⇒ 吸い込んだ可能性が高い場合は

鼻腔よりの菌培養を試みる（医療機関受診）
予防薬の内服は、粉の吸引の可能性により判断される。



アンゴラ

2015年12月より黄熱の集団発生が発見され、2016年4月26日まで258人

の死亡者を含む2,203人の疑い患者が報告され、そのうち653人が検査

にて確定診断されている。

ケニア
2016年3月12日アンゴラより帰国したケニア人が帰国3日後に死亡。

3月14日には同様にアンゴラからのケニア人が2例目の黄熱感染確定。

コンゴ(民)
2016年4月23日コンゴ(民)は黄熱に流行を宣言し、4月26日現在で黄熱

患者37人(確定患者16人）：発病前にアンゴラ旅行していた。

中国
2016年4月22日までの報告では、合計11人の黄熱確定患者がアンゴラか

ら中国へ感染輸入されたことが報告されている。

ウガンダ
2016年4月27日現在、2名の黄熱による死亡が確認され、現在黄熱疑い

39名が報告されている。

1992年2月ケニアでは黄熱流行
　ナイロビ北西部で患者総数54名、そのうち28人死亡

最近の黄熱流行状況



ケニア保健省は

ケニアにおける黄熱病に対する

監視体制強化する方針。

・ウガンダ国境 (Busia, Malaba)

・タンザニア国境（ナマンガ）

・ジョモ・ケニヤッタ国際空港
1- 黄熱は蚊によって媒介されるウイルス性の感染症で、発症する
     と軽症から死に至る可能性がある。現在まで有効な特効薬はなく、
     対処療法が主となるため予防接種が可能な場合には予防接種を
     考慮する。

2- 2016年（Ｈ28)7月11日以降、黄熱の予防接種証明書
　（イエローカード）の有効期限が10年から生涯有効へ延長される。


